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１．第 27回全国大会・開催のご連絡（2019年 10月 5日(土)） 

第 27回全国大会は 2019年 10月 5日(土)に，東京大学 大学院 情報学環・福武ホール (東京都文京区本郷

7－3－1)で開催いたします。皆様の積極的なご参加をお待ちしております。 統一テーマは「AI と情報文化」

です。 （会場へのアクセス： http://fukutake.iii.u-tokyo.ac.jp/access/index.html） 以下，大会プログ

ラムとなります。 

 

＜受付開始＞9:10～ 場所： 福武ホール 地下 2階 

◆大会参加費：5，000円(一般会員)，3，000円（学生会員・参事会員），5,000円（非会員） 

◆交流会費：  5，000円(一般会員)，3，000円（学生会員・参事会員），5,000円（非会員） 

 

プログラム 

＜開会式＞ 9:40  福武ラーニングスタジオ 1 

開会挨拶 本田 正美 (全国大会実行副委員長、東京工業大学) 

 

＜午前セッション＞ 9:50～11:40 ＊各発表： 30分（発表 20分, 質疑 10分） 

①「情報と教育」 会場：福武ラーニングスタジオ１ 

（座長：坂本眞一郎 (常葉大学)） 

発表者 発表者所属 発表題目 

榊俊吾 東京工科大学 
経済分析／経済教育における可視化技術の効用につい

て 

五十嵐智生 東京大学 
初等中等教育段階におけるプログラミング教育の日本の

現状と課題に関する報告 

 

 

②「情報と経済」 会場：福武ラーニングスタジオ２ 

（座長：本田正美 (東京工業大学)） 

発表者 発表者所属 発表題目 

村舘靖之 内閣府 異質的エージェントの新ケインズ派モデルと経済政策 
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森田一樹 東京工科大学 日本 e-sports業界の課題と将来性の考察 

渡邉直樹 東京工科大学 仮想通貨の現状と展望 

 

 

③「情報文化の諸相」 会場：福武ラーニングスタジオ３ 

（座長：加藤綾子 (文教大学)） 

発表者 発表者所属 発表題目 

李穎清 城西国際大学 現代食文化の日中比較 

後藤晶 明治大学 情報社会における監視の許容状況に関する一考察 

 

＜昼食休憩＞ 11:30～12:50 

 

＜役員会＞  会場：福武ラーニングスタジオ３ 11:30～12:50 

 

＜基調講演＞ 会場：福武ラーニングシアター 13:00～14:10 

「オンライン・プラットフォームと法政策―EUデジタル単一市場戦略と我が国の状況を中心に―」 

講師 生貝直人(東洋大学経済学部総合政策学科 准教授) 

 

＜総会＞ 会場：福武ラーニングシアター 14:20～14:50 

 

＜午後セッション＞ 15:00～16:30  ＊各発表： 30分（発表 20分, 質疑 10分） 

④ 統一テーマ：「AIと情報文化」 会場：福武ラーニングスタジオ１ 

（座長：大嶋淳俊 (宮城大学)） 

発表者 発表者所属 発表題目 

磯野正典 金城学院大学 AIによる人工音声と音声訳ボランティアの将来 

高嶋恵子 名古屋大学 
スマートスピーカーを活用した高齢者の生活補助手法

の構築 
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⑤「情報とデバイス」会場：福武ラーニングスタジオ２ 

（座長：樺島榮一郎(青山学院大)） 

発表者 発表者所属 発表題目 

植田智大 東京工科大学 電子書籍業界の利用状況と今後についての考察 

後藤陸希 東京工科大学 動画配信サービスの現状と今後の展望 

稲垣秀人 城西国際大学 明治初期の東京における幻燈上映 

 

 

⑥「情報と社会」 会場：福武ラーニングスタジオ３ 

（座長：並木志乃 (東京大学)） 

発表者 発表者所属 発表題目 

本田正美 東京工業大学 
都道府県における広報広聴に関する計画や方針の策

定 

中野邦彦 島根大学 
20万人以上自治体におけるODへの取り組み実態に関

する研究 

岡崎豪 東京工科大学 IR設置に伴う日本の動向について 

 

 

＜閉会式＞  会場：福武ラーニングシアター 16:40～16:50 

 閉会挨拶 須藤 修 (学会会長、全国大会実行委員長、 東京大学) 

 

＜交流会＞  場所は当日案内 17:00～18：50 

 

２．「JICS便り」名誉会長  片方 善治 ― デジタルツインと情報文化学 ― 

 

 現実そっくりの世界をコンピュータに再現する「デジタルツイン」のコンセプトを提唱したのはマイケル・ 

グリーブス教授（ミシガン大学）。2002年であった。この「現実世界と対をなす双子」が注目されるように 

なったのは、AIによる分析と組み合わせで、自動運転の交通管制の技術開発や地球温暖化による災害予防に 

活かせると期待されるようになったからである。５Gやビッグデータも活用して、幅広い問題解決ができる 

と見込まれている。情報文化学の構築は、理念系・人間系・施設系の統合である。理念系に上述のデジタル 

ツインのコンセプトを導入し、人間系に解決すべき様々な現実のデータを収集してシミュレーション可能な 

情報基盤を用意し、施設系には都会のビル・車・設備などを仮想空間上に再現する。このような取り組みを 

すれば、道筋が具体的になるのではなかろうか。思いつきを述べてみたが、会員のみなさんの学びの参考に 

なれば、さいわいである。情報文化学会の発展と充実を祈りつつ筆をおく。 


